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令和元年度 山陽小野田市障がい福祉施策の推進に係る実態及びニーズ調査 

（児童発達支援サービス利用保護者用） 

結果（概要版） 

 

調査概要 

調査実施： 2019年 11～12月 

調査対象者：児童発達支援サービスを利用している保護者 

有効配布数 30枚 （児童発達支援事業所から配布） 

回収数 27 枚、 回収率 90.0% 

 

お子様の学年別性別 

 

 

 

 

 

 

 

●お子様の状況について 

☆療育手帳の所持が多く、発達障がいがわかったきっかけはそれぞれ。 

【問 5】 お子様は障がい者手帳や自立支援医療受給者証をお持ちですか。 

【問 6】 問 5で「1：持っている」と回答された方におたずねします。 

お子様はどの認定を受けていますか。（該当するものすべて） 
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【問７】 お子様は発達障がいと診断されたことがありますか。 

【問８】 問 7で「1：ある」に回答された方におたずねします。 

     発達障がいがあるとわかったきっかけは何ですか。（1つだけ） 

 

 

発達障がいと診断された児童が 7 割で、そのうち 15 人が療育手帳の認定を受けていま

す。発達障害がいがあるとわかったきっかけは、家族、病院、幼児検診、幼稚園・保育所

とそれぞれあり、幼児期に複数の視点から見てもらうことが重要であるとわかります。 

 

 

●障がい福祉サービスについて 

☆児童発達支援の利用が多く、子どもの出来ることが増えたと満足度は高い。 

【問９】 お子様は、現在どのような障がい福祉サービスを利用していますか。 

 

 

【問 10】 サービスを利用して全体的にいかがでしたか。 

 

 

やや不満の理由は、希望する時間帯に

サービスが受けられないことと事前

の説明がない事が多いこと。 
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【問12】 サービスを利用して良かったことは何ですか。（いくつでも） 

 

児童発達支援の利用が多く、子どもの出来ることが増え、家族の不安や心配が減ったと高

い満足度が得られています。 

 

 

☆児童発達支援継続に加え、日中一時支援、進学後の放課後等デイサービス 

の利用希望が多い。 

 

【問 13】 今後 3年間のうちに利用したい障がい福祉サービスはありますか。 

（いくつでも） 

 

児童発達支援の継続と共に、日中一時支援の希望が挙がっています。また、現在お子様が

年長、年中の多くの保護者が、進学後の放課後等デイサービスの利用を希望しています。 
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●権利擁護について 

☆差別を受けるなど嫌な思いをしたと回答した保護者が多い。 

【問 17】 保護者として、お子様が障がいがあることで差別を受けるなど、嫌な思いを

されたことがありますか。 

【問 18】 問 17で「1：ある」又は「2：少しある」と回答された方におたずねします。 

 どのような場所で嫌な思いをされましたか。（いくつでも） 

 

 

 

障がいがあることで差別を受けるなど嫌な思いをしたと回答した保護者が半数以上で、嫌

な思いをした場所として医療機関と商業施設が多くなっています。 

 

 

●今後の希望について 

 

☆重要と思う施策は、障がいのある方・児童の施設サービスの充実と医療・ 

保健・福祉・教育の連携強化 

 

【問 20】 障がい福祉施策について、あなたが重要と思う施策はどれですか。 

（優先度の高いものを3つまで） 
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重要と思う施策として、障がいのある方・児童の施設サービスの充実と医療・保健・福祉・

教育の連携強化が多く挙がっています。 
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機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

福祉手当・タクシー券の支給などの経済的支援の充実

隣近所などの理解や協力による見守り活動への支援の充実

ボランティアの育成や活動の支援の充実

住民同士がふれあう機会や場の充実

誰もが参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

差別や偏見をなくすための人権教育や広報活動の充実

何でも相談できる窓口などの相談体制の充実

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実

重度障がい者の医療ケアを支える医療体制の充実

サービス利用手続きの簡素化

保健や福祉の専門的な人材育成と資質の向上

医療・保健・福祉・教育の連携強化

災害のときの避難誘導体制の整備・充実

地域と連携した防犯活動の充実

道路の段差解消など、バリアフリー化の推進

働く意欲のある方への就労支援の充実

障がい福祉サービス等を利用するときの利用料の負担軽減

自分の生活、財産、権利を守ってくれるサービスの充実

その他
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令和元年度 山陽小野田市障がい福祉施策の推進に係る実態及びニーズ調査 

（特別支援学級在籍児童・生徒の保護者用） 

結果（概要版） 

 

調査概要 

調査実施： 2019年 11～12月 

調査対象者：特別支援学級在籍児童・生徒の保護者用 

有効配布数 214枚 （小学校・中学校から配布） 

回収数 136枚、 回収率 63.6% 

 

お子様の学年別性別 

 

 

●お子様の状況について 

☆小学校入学後に発達障がいが明らかになったケースが少なくない。 

【問 5】 お子様は障がい者手帳や自立支援医療受給者証をお持ちですか。 

【問 6】 問 5で「1：持っている」と回答された方におたずねします。 

お子様はどの認定を受けていますか。（該当するものすべて） 
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【問７】 お子様は発達障がいと診断されたことがありますか。 

【問８】 問 7で「1：ある」に回答された方におたずねします。 

     発達障がいがあるとわかったきっかけは何ですか。（1つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達障がいと診断された児童が8割を超え、そのうち61人が療育手帳の認定を受けてい

ます。発達障害がいがあるとわかったきっかけは、幼稚園・保育所、家族と同程度に学校

が挙がっており、小学校入学後に発達障がいが明らかになったケースが少なくないことが

わかります。 

 

 

●障がい福祉サービスについて 

☆放課後等デイサービスと日中一時支援の利用が多く、家族の負担が減った、

子どもの出来ることが増えたと満足度は高い。 

【問 10】 どのようなサービスを利用していますか。（該当するものすべて） 
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【問11】 サービスを利用して全体的にいかがでしたか。 

 

 

やや不満、不満の理由は、希望する時間

帯にサービスが受けられない、希望す

る量のサービスが受けられない、軽度

の子が放置になる、日曜祝日等の兄妹

の行事時に預けるところがないこと。 

 

 

 

【問 13】 サービスを利用して良かったことは何ですか。（いくつでも） 

 

放課後等デイサービスと日中一時支援の利用が多く、家族の負担が減った、子どもの出来

ることが増えたと高い満足度が得られています。 

 

 

☆放課後等デイサービスと日中一時支援の継続および新規希望が多い。 

【問15】 今後 3年間のうちに利用したい障がい福祉サービスはありますか。 

     （いくつでも） 

 

 

 

 

 

満足, 23人, 

65%

まあまあ満足, 

9人, 26%

やや不満, 

2人, 6%

不満, 1人, 3%

25人

16人

28人

9人

6人

0 5 10 15 20 25 30

お子様のできることが増えた

家族の不安や心配が減った

家族の負担が減った

お子様や家族の外出する機会が増えた

その他



 

9 

 

 

現在の利用者数に対して放課後等デイサービスと日中一時支援の利用希望者は多く、継続

に加え、新規の希望が多くあることがわかります。 

 

 

●権利擁護について 

☆半数前後の保護者が、子ども、保護者自身が差別を受けるなど嫌な思いを

したと回答し、嫌な思いをした場所としては学校が最も多い。 

 

【問 16】 お子様は、障がいがあることで差別を受けるなど、嫌な思いをした（表情な 

どから嫌な思いをしていそうだと保護者として感じた）ことがありますか。（1つだけ） 

【問 17】 問 16で「1：ある」又は「2：少しある」と回答された方におたずねします。 

どのような場所で嫌な思いをされましたか。（いくつでも） 
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【問19】 保護者として、お子様が障がいがあることで差別を受けるなど、嫌な思いを

されたことがありますか。 

【問 20】 問 19で「1：ある」又は「2：少しある」と回答された方におたずねしま

す。どのような場所で嫌な思いをされましたか。（いくつでも） 

 

 

 

半数前後の保護者が、子ども、保護者自身が差別を受けるなど嫌な思いをしたと回答して

います。嫌な思いをした場所としては、学校が最も多く、住んでいる地域、商業施設、保

育園・幼稚園、医療機関などが続いています。 

 

 

 

●今後の希望について 

 

☆重要と思う施策は、医療・保健・福祉・教育の連携強化、働く意欲のある

方への就労支援の充実、障がいのある方・児童の施設サービスの充実。 

 

【問 22】 障がい福祉施策について、あなたが重要と思う施策はどれですか。 

（優先度の高いものを3つまで） 
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重要と思う施策として、医療・保健・福祉・教育の連携強化、働く意欲のある方への就労

支援の充実、障がいのある方・児童の施設サービスの充実が多く挙がっています。 
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自宅での生活を支援する在宅サービスの充実

障がいのある方、児童の施設サービスの充実

グループホームなど地域で生活するための場所の充実

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

福祉手当・タクシー券の支給などの経済的支援の充実

隣近所などの理解や協力による見守り活動への支援の充実

ボランティアの育成や活動の支援の充実

住民同士がふれあう機会や場の充実

誰もが参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

差別や偏見をなくすための人権教育や広報活動の充実

何でも相談できる窓口などの相談体制の充実

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実

重度障がい者の医療ケアを支える医療体制の充実

サービス利用手続きの簡素化

保健や福祉の専門的な人材育成と資質の向上

医療・保健・福祉・教育の連携強化

災害のときの避難誘導体制の整備・充実

地域と連携した防犯活動の充実

道路の段差解消など、バリアフリー化の推進

働く意欲のある方への就労支援の充実

障がい福祉サービス等を利用するときの利用料の負担軽減

自分の生活、財産、権利を守ってくれるサービスの充実

その他
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令和元年度 山陽小野田市障がい福祉施策の推進に係る実態及びニーズ調査 

（総合支援学校障がい福祉サービス利用児童・生徒の保護者用） 

結果（概要版） 

 

調査概要 

調査実施： 2019年 11～12月 

調査対象者：総合支援学校障がい福祉サービス利用児童・生徒の保護者 

有効配布数 18枚  

回収数 8枚、 回収率 44.4% 

 

お子様の学年別性別 

 

 

●お子様の状況について 

☆総合支援学校在籍児童でも身体は１人のみで療育手帳所持が７人と多い。 

【問 5】 お子様は障がい者手帳や自立支援医療受給者証をお持ちですか。 

【問 6】 問 5で「1：持っている」と回答された方におたずねします。 

お子様はどの認定を受けていますか。（該当するものすべて） 
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【問７】 お子様は発達障がいと診断されたことがありますか。 

【問８】 問 7で「1：ある」に回答された方におたずねします。 

     発達障がいがあるとわかったきっかけは何ですか。（1つだけ） 

 

 

総合支援学校在籍児童でも身体は１人のみで療育手帳所持が７人と多く、発達障害がいが

あるとわかったきっかけは病院が最も多くなっています。 

 

 

●障がい福祉サービスについて 

☆児童発達支援の利用が多く、子どもの出来ることが増えたと満足度は高い。 

 

【問 9】 どのようなサービスを利用していますか。（該当するものすべて） 
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【問10】 サービスを利用して全体的にいかがでしたか。 

 

 

やや不満は、希望する量のサービスが

受けられない、近くにサービスを提供

する事業者がないこと。 

 

 

 

 

 

【問 12】 サービスを利用して良かったことは何ですか。（いくつでも） 

 

放課後等デイサービスと日中一時支援の利用が多く、家族の負担が減ったと高い満足度が

得られています。 

 

 

☆放課後等デイサービスと日中一時支援の継続希望が多い。 

【問13】 今後 3年間のうちに利用したい障がい福祉サービスはありますか。 

     （いくつでも） 
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放課後等デイサービスと日中一時支援を中心とする現在のサービス利用の継続が望まれて

います。 

 

 

●権利擁護について 

☆半数の保護者が、子ども、保護者自身が差別を受けるなど嫌な思いをした

と回答し、嫌な思いをした場所としては商業施設が最も多い。 

 

【問 14】 お子様は、障がいがあることで差別を受けるなど、嫌な思いをした（表情な 

どから嫌な思いをしていそうだと保護者として感じた）ことがありますか。（1つだけ） 

【問 15】 問 14で「1：ある」又は「2：少しある」と回答された方におたずねします。 

どのような場所で嫌な思いをされましたか。（いくつでも） 
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【問17】 保護者として、お子様が障がいがあることで差別を受けるなど、嫌な思いを

されたことがありますか。 

【問 18】 問 19で「1：ある」又は「2：少しある」と回答された方におたずねしま

す。どのような場所で嫌な思いをされましたか。（いくつでも） 

 

 

 

半数の保護者が、子ども、保護者自身が差別を受けるなど嫌な思いをしたと回答し、嫌な

思いをした場所としては、商業施設が最も多くなっています。 

 

 

 

●今後の希望について 

 

☆重要と思う施策は、障がいのある方・児童の施設サービスの充実と働く意

欲のある方への就労支援の充実。 

 

【問 20】 障がい福祉施策について、あなたが重要と思う施策はどれですか。 

（優先度の高いものを3つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 2人, 

25%

少しある, 

2人, 25%

ない, 4人, 

50%

0人

2人

1人

2人

1人

3人

0人 0人
0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5
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重要と思う施策として、障がいのある方・児童の施設サービスの充実と働く意欲のある方

への就労支援の充実が多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1人

4人

1人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

1人

1人

1人

0人

2人

0人

1人

2人

0人

0人

4人

1人

1人

1人

0 1 2 3 4

自宅での生活を支援する在宅サービスの充実

障がいのある方、児童の施設サービスの充実

グループホームなど地域で生活するための場所の充実

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

福祉手当・タクシー券の支給などの経済的支援の充実

隣近所などの理解や協力による見守り活動への支援の充実

ボランティアの育成や活動の支援の充実

住民同士がふれあう機会や場の充実

誰もが参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

差別や偏見をなくすための人権教育や広報活動の充実

何でも相談できる窓口などの相談体制の充実

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実

重度障がい者の医療ケアを支える医療体制の充実

サービス利用手続きの簡素化

保健や福祉の専門的な人材育成と資質の向上

医療・保健・福祉・教育の連携強化

災害のときの避難誘導体制の整備・充実

地域と連携した防犯活動の充実

道路の段差解消など、バリアフリー化の推進

働く意欲のある方への就労支援の充実

障がい福祉サービス等を利用するときの利用料の負担軽減

自分の生活、財産、権利を守ってくれるサービスの充実

その他




